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生年月日　1978年 4月山口県生まれ
最終学歴　広島大学大学院工学研究科
　　　　　社会環境システム専攻修了
業務経歴　 2004年㈱ジェーエスディー

入社
　　　　　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在 大阪本店設計部主任
●主要作品経歴
洛和会丸太町病院／NTTロジスコ八
尾物流センタ改築工事／前原病院増
築／尾崎呉服店改築計画／若草町地
区第一種市街地再開発事業南街区　
ホテル・ビジネス棟／岩谷産業中国
支社／武蔵小金井駅南口地区（再）
1-3ゾーン施設建築物／西新橋296／
Ref-ring／sind 
●雑誌掲載
「ref-ring」新建築2006年 3月号
「アクティブインターシティ広島」近
代建築2011年 6月号

ɡාܿ৪͈̭͂͊

·ș͈ίυΐͿࡢಃْ͈͉ࠗȂ࠺

Π̦ခ̳ͥهఴٜͬૺ̦̱ͣ̈́ࠨ

̞̩̭̦͛̀͂͂̈́ͥȂ̢̱̀̀

ίυΐͿ·Π͈ခ̳ͥهఴ͉Ȃࣣ

ၑ͞აၑͬਹِ̲ͭͥșࢹ௮

୭ࠗ৪ͬේ̵̭ͥ͂͂̈́ͥ͘ȃࢹ

௮୭ࠗ৪͉Ȃ૽͈ྵ̞̠ͬͥ͂

ঀྵ̤ͬ̽̀ͤȂհࣣ́ၑഎ

ၑ͈໐ْ̳̠̤࣐ͥ͂ͬࠗ̈́

͂Ȃ૽̱͈͈͂̀ۜڳ́ۼޛ

̱̦ͬ̈́ͣ୭̭̠࣐ࠗͬ̈́͂͂

ͥȃஜ৪͉́Ȃ̦ةհ͈̹͛ͅ

ਹါ͈̥̞̠̭̈́͂͂ͬࡉ͛Ȃ

ड͈ٜࠨॐͬࡉ̳̭̦͂ਹါ

͂̈́ͥȃ༷֚́ࢃ৪͉́Ȃ͈ۼߗ

ཅ̥̯ͬ௮̳ͥ͂͂͜ͅȂΑ

ΉȜσ̦ఱ̧̩͕̈́ͥ̓ນ࡛ͅႁ

̦ۜఱ̧̈́ޣגႁ̩̹ͬ̽̀ͥ͜

͛Ȃࠁય͈ႁۜͅၪ̱̹୭ࠗͬ

ڳਹါ͂̈́ͥȃષܱ͈̦̭̠࣐͂

͈ಎ́Ȃड͈ٜࠨॐͬુͅࡉ

̵̠ͥ͢ͅȂࣽ͜ࢃșুࡄࡨ

Უͬྛ̞࣐ႁഎ̈́ैै̱ͤͬ

̀২̧࣓̞̹̞̱ٛ̀ͅࡃȃ

ɡ̵̳̞ͭ৪

ఆષၘఊ

ഝఱिུഝྩࢥٛ২ಅಎڼ

୭ࠗ໐ࢹ௮໐ൡگ໐ಿ

限られた建物ボリュームを最大限に活用したお客様ニーズを実現する病院の設計

1．建築計画
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2．構造設計のテーマ
̯ࣞଷ̞̱ࡕ̦ࡠಎ́Ȃુ̜́ͦ
͊ 5͂̈́ͥδςνȜθ͈ົ౷ͅచ
̱ȂέσΑβΛ·͈౷ષ 6͈ݢ
ࢹෝ̈́خພ͈֭੨τͼͺ;Π̦ܢ
௮ْࠗ͂Ȃނസ͈ځͅ૧̱̞გ
͙̳ͬ۷ͬٸ௮ْ̳ͥࠗࢹط
ȂհȆհ̈́ພ࡛̳̞࣐֭ͬͬ
௮୭͈ࠗΞȜζ̜̹́̽ȃࢹ̦̭͂ͥ
̹༷֚́͘Ȃ૽ະ௷͈ૂସ́ئৗ
͈̞ࣞພ֭ͬౣ́ܢࢥ࡛̳̞ͥ͂
௮୭͈ࠗΞȜζ̜̹́̽ȃࢹ̭̠͂͜
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 高さ制限 H=20m 高さ制限 H=15m

北側斜線制限

2～4F:病室

1F:外来

B1F:手術室

5F:医局

3． 構造計画のテーマにおけ
る技術的アプローチ

① 限られた空間内にお客様ニーズの
沢山の諸室を盛り込む設計
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②ファサードに合致した架構計画
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③ 生産性を向上させ品質を確実に確
保するための施策
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設計に盛り込んだ項目
・柱・梁の主筋径の統一
・最上階での柱主筋定着に機械式定着の採用
　 （梁主筋の落し込みに配慮したプレート
ナット工法）
・梁の主筋定着に機械式定着の採用
　（グラウトの注入が不要なＴヘッドバー）
・外周の短スパンの梁の主筋は通し配筋
・帯筋およびあばら筋の径とピッチの統一
・柱断面の統一
・基礎底版底をフラット化

4．まとめと今後の展望
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階高をおさえる架構計画
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階高に影響を与える梁 
設備ダクトルート
丘立ち柱 
 

L=9.4m 
仮設対応の補
強主筋の配筋 

病棟階通路範囲 

丘立ち柱によって支点間
距離を短く調整し、基準
階の梁成を小さくした 

病室 

L=5.4m 

病室 

病室 H=3350mmを実現 

外来関係のため、1Ｆには柱が計画できない

敷地北側の高さ
制限H=15m

北側の高さ制限15mの中で4層をま
とめることが地上に5層を実現す
る上で重要となる 

1F：外来・放射線関連諸室 
1F は計画上階高が高く設定される

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

基準階平面図（3階）

病室にでる柱型を小さくし、病室の有効面積を確保

□―500×950 □―800×800

雑壁を柱に利用

一般的な四角柱の案 扁平柱の案（改善案）


